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論文内容要旨
背景：非正規雇用はうつ発症や高い死亡率と関連していることが明らかになっている。また，日
本の非正規雇用は 1988 年には 18.3％だったのに対し，2014 年には 37.4% に増加している。しかし，
非正規雇用と口腔の健康との関連を報告した研究は少ない。非正規雇用は低賃金や不安定な雇用に
よるストレスを引き起こし，悪い口腔保健行動や医療アクセスへの制限により，口腔の健康を損ね
る可能性がある。そこで本研究の目的は，非正規雇用の経験の有無と喪失歯数の関連を明らかにす
ることとした。
方法：2010 年から 2011 年に調査が実施された，まちと家族の健康調査 (J-shine) のデータを用いて，
横断研究を行った。解析に用いた対象者は25 歳から50 歳の2,652 名であった。そのうち，男性が1,394 
名，女性が 1,258 名であった。独立変数は雇用形態の変化とした。初職と現在の雇用形態を質問紙か
ら得た。継続して正規雇用の群と，非正規雇用を経験した群に分けた。従属変数は自己報告の歯牙
喪失数とした。喪失してない，1 本喪失した，2 本喪失した，3 本喪失した，4 本喪失した，5 本以
上喪失した，の 6 カテゴリを使用した。共変量として，性，年齢，教育歴，主観的な 5 歳時の家庭
の経済状況，婚姻状態，同居者数，糖尿病の既往歴の有無，body mass  index を用いた。解析には
negative binomial regression モデルを使用し，prevalence rate ratios (PRR) および 95% confidence 
intervals (95%CIs) を算出した。性別と雇用形態の変化の交互作用も検討した。
結果：解析に含まれた対象者の年齢の中央値は 37 歳であった。男性で非正規雇用の経験したこと
がある者の割合は14.5%であった。女性で非正規雇用の経験したことがある者の割合は61.3%であっ
た。継続して正規雇用であることと比較して，非正規雇用の経験したことがあることは有意に歯牙
喪失と関連していた ( 男性 : PRR = 1.50 [95%CI = 1.13, 2.00]，女性 : PRR = 1.42 [95%CI = 1.14, 1.76])。
性別と雇用形態の変化の交互作用項は有意ではなかった (p = 0.71)。
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結論：本研究より，非正規雇用を経験することは歯牙喪失と関連していることが明らかになった。
また，この関連は男女ともに認められた。近年の研究にて，女性の非正規雇用者の特徴として，低賃金，
ワーク・ライフ・バランスを保つことの難しさが挙げられている。女性の非正規雇用者の不利な状
況により，男女ともに非正規雇用が健康に悪い影響を与えていた可能性がある。
審査結果要旨
貧困が健康に及ぼす負の影響に加えて社会的格差そのものの負の影響が相次いで報じられるよう
になり，社会的格差の背景をなす非正規雇用などの不良な雇用形態の影響にも研究者の注目が集まっ
ているが，歯科口腔保健への影響については，若干の研究成果が報じられているに止まる。
雇用形態が歯科口腔保健に及ぼす影響を検索した本研究は，2010 年 7 月から翌 11 年 2 月にかけて
実施された「まちと家族の健康調査（J-SHINE）」に参加した 25 ～ 50 歳の 4.385 名（回答率 31.5％）中，
就労状況や歯の欠損等の回答が欠落する者を除外した 2,652 名（平均年齢 37 歳，男性率 52.6％）を
対象とする，横断研究である。正規雇用から臨時雇用への雇用形態の変化が歯の喪失リスクを上昇
させるとの仮説を掲げ，調査時点までの臨時雇用経験の有無と欠損歯数との関連の検討を通じた仮
説の検証を試みている。従属変数には自己申告による欠損歯数を点数化して用い，共変量には年齢層，
性別，糖尿病既往，体格指数，教育年数，5歳時までの家計の経済状況，婚姻状態，同一家計の家族
人数，年収，失業不安，心理的苦悩，予防目的での歯科受診，医科歯科受診の躊躇，喫煙歴が用い
ている。
男性の 14.5％，女性の 61.3％が臨時雇用を経験したこの対象集団で，性で層別化した負の二項分
布に基づく回帰分析により，両性で臨時雇用経験が歯の欠損と関連することが明らかにされた。詳
細な検討から明らかにされたのは，臨時雇用の主たる事由には性差があるものの，その影響は両性
に同様に作用するという事実である。
以上に抄録した本研究の知見は，不安定な雇用形態が歯科保健に及ぼす有害な影響を示す新規な
知見として，きわめて貴重である。またこれら知見に基づき，臨時雇用が低い所得，失業への不安
などのストレス，それらに起因する不良な健康習慣や抑制された受療行動を介して，歯の欠損リス
クの上昇をもたらす機序を推察する考察は慎重かつ確実で，示唆に富む。
よって本論文を博士（歯学）に相応しいと判定する。
